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概要 

世界中に点在するローカルクラウドを有機的に結合し、ローカルクラウドに蓄積されたデータやローカルクラウド上で動

作するモジュールが、グローバルクラウド上のクロスボーダアプリケーションから透過的に、かつプライバシーに配慮し

た形で利用が可能となる iKaaS プラットフォームの構築を行い、実環境において実証した。 

 
１．まえがき 
本研究開発においては、階層化されたローカルクラウドを有

機的に結合させたグローバルプラットフォーム上においてセン

サ等から収集されたデータを管理し、それらデータをプライバ

シーに配慮した形で活用するスマートシティサービスモデルを

実現する iKaaS (intelligent Knowledge-as-a-Service) プ
ラットフォームを構築する。iKaaS は、複数のローカルクラウド

からデータを収集して活用するクロスボーダなアプリケーショ

ンを実現可能なプラットフォームを目指す。 
 

２．研究開発内容及び成果 
本研究開発においては、複数のローカルクラウドを有機的に

結合させたグローバルプラットフォーム上においてセンサ等か

ら収集されたデータをプラットフォームに蓄えられた知識を用

いて解析し、様々なスマートシティサービスを実現する iKaaS
（intelligent Knowledge-as-a-Service)プラットフォームを構

築する。iKaaS は、複数の既存システムにいくつかの iKaaS
コンポーネントをインストールすることでローカルクラウドとして

iKaaS プラットフォームに参加することを可能とし、 パーソナ

ルデータの越境も考慮したプライバシー管理機構によりクロス

ボーダで動作するアプリケーションを実現する。これらの試み

により、ローカルコミュニティ運営を支援するタウンマネージメ

ントサービスを進化させるとともに、世界各地に集積されたベ

ストプラクティスたる「知識」を様々な形で再利用できるようにす

る。 具体的には、以下の成果を達成した。 
（ア）iKaaS プラットフォームの構築 

日欧共同で図 1 に示す iKaaS プラットフォームのアーキテク

チャを設計した。各種デバイス・センサから収集したデータを

蓄積するローカルクラウドの入り口にアクセス制御機能を持つ

セキュリティゲートウェイを設置し、セキュリティおよびプライバ

シーに配慮してグローバルクラウドと結合することで、データの

利活用・クロスボーダ提供を実現する。なお、セキュリティゲー

トウェイは Docker コンポーネントとして実装しているため可搬

性が高く、既存のローカルクラウドへの導入が容易である。さら

に、iKaaS プラットフォームでは、既存の Data Processing モ

ジュールをDockerコンポーネントとして登録でき、必要に応じ

てそれらのモジュールを動的にグローバルクラウド上に配置す

ることで知識の再利用を実現する。なお、日本側からは、上記

のセキュリティゲートウェイに加えて、タウンマネジメントアプリ

ケーションおよび睡眠支援アプリケーションの Data 
Processing モジュールを一般公開した。 
（イ）プラットフォームの実証と有用性評価 
iKaaS プラットフォームの有用性評価を目的として、タウンマ

ネジメントおよび健康支援関連の有識者を招待し、iKaaS プ

ラットフォーを利用したタウンマネジメントアプリケーションと睡

眠支援アプリケーションのデモを披露するとともに、アンケート

による定性調査を実施した。タウンマネジメントアプリケーショ

ンについては、11 人の有識者に対して、アプリケーション全体

と各機能（気象予測、エネルギーマネージメント、アーバンデ

ザイン）の有用性について Yes/No で質問した。また、睡眠支

援アプリケーションについては、15 人の有識者に対して、（A）

健康指導において睡眠支援のニーズが高いか、（B）快眠環

境を再現するサービスは有効であるか、の 2 点について

Yes/No で質問した。タウンマネジメントアプリケーションについ

ては、98％が有用であると回答していた。睡眠支援アプリケー

ションについても、93％が睡眠支援のニーズが高いと回答し

ており、73％が快眠環境を再現するサービスは有効であると

回答していた。どちらのアプリケーションについても多くの有識

者が肯定的な回答をしており、本定性調査により iKaaS プラ

ットフォームの高い有用性を確認した。 
（ウ）国際標準化 
oneM2M において、セキュリティゲートウェイの機構と

Privacy Policy Manager (PPM)を提案し、 Release 2 の標

準仕様として採用され。 また、 ITU-T、 ISO/IEC SC27、 
等でも、 同様のアーキテクチャについて標準化提案を実施し

ている。  
 
３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

今後、研究成果の更なる発展を目指し、以下の取り組みを行

う予定である。 
（１）国際標準化の取り組み 
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OGC における Community Energy Service Management 
System (CEMS)のための Application Domain Extention 
(ADE)としてのデータフォーマットの標準化を引き続き継続す

る。一方、oneM2M における標準化の取り組みは引き続き実

施し、Release3 やそれ以降の標準仕様にセキュリティおよび

プライバシー保護の機能が組み込まれるように活動を行う。さ

らに、ITU-T において oneM2M の使用をリファレンスする形

で IoT プラットフォームにおける必須機能としての標準化を行

う。左記の取り組みにより、IoT プラットフォームとしての標準仕

様として普及させ、IoTサービスにおいて、セキュリティ、プライ

バシーに配慮したデータ利活用を定着させるとともに、他のプ

ラットフォート相互接続された環境での適切なデータ流通制御

も実現する。さらに、プライバシーに配慮したデータ流通フレ

ームワークを一般化し、ISO/IEC SC27 において標準化する。

この取り組みによって、セキュリティおよびプライバシー保護の

機能を、IoT プラットフォームのみならずデータ流通プラットフ

ォーム全般における必須機能として普及させ、安全で安心し

て利用できるデータ流通プラットフォームを実現させる。 
（２）セキュリティーおよびプライバシー保護機能の実用化 
「標準化の取り組み」で述べた通り、oneM2M で標準化を行

い、関連するオープンソースプロジェクト（OM2M や OCEAN
など）に貢献していくことで、デファクトとしての普及を目指す。

さ らに 、他のデータ利活用プロジェク ト （ DataBox 、 
CityVerve、 等）、他の IoT プラットフォーム（Fiware、等）へ

の同機能の組み込みも進めており、他のプラットフォームにお

いても同機能の普及を進める。これによって、プライシーに適

切な配慮を行いつつ、安全なデータ利活用を促進することが

できる。特に、様々なプラットフォームに同様の機能が組み込

まれることにより、消費者が一括してデータの流通をコントロー

ルすることができるようになる。これらの活動を通して、GDPR
などの国外のデータ利活用のルールとも整合する取り組みと

なることを目指す。 
（３）Knowledge-as-a-Service （KaaS）の実用化 
本プロジェクトで検討した「データ解析モジュールおよびデー

タを（Docker 等で）パッケージ化して、as-a-Service として提

供する」というフレームワークは、将来のAI利活用時代を想定

した場合、先進的な取り組みであるといえる。本プロジェクトに

おいて、詳細なビジネスモデルまで落とし込むことはできなか

ったが、様々な AI の利活用が進展するにつれて、本プロジェ

クトでの検討内容が生かされるものと考えられる。また、本プロ

ジェクトにおいて、KaaSにおけるレベニューシェアの仕組み、

等の新たな技術課題も見つかっており、今後もプロジェクトメ

ンバーのいくつかの組織において研究活動を継続し、国際的

に競争優位性を有するプラットフォーム事業を実現できるよう

に研究開発に取り組む。 

（４）タウンマネージメント、健康支援サービスの商用化 
本プロジェクトを通して、田子西地区におけるタウンマネージメ

ントおよび健康支援サービスのニーズが顕在化しており、田子

西地区における商用化を含めたフィージビリティスタディを継

続して行っていく予定である。 
 

４．むすび 
本稿は、iKaaS プロジェクトの内容及び成果について述べ

た。  
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図 1: iKaaS プラットフォームのアーキテクチャ 
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